
アルブミン製剤及び免疫グロブリン製剤の使用実態について
　～使用量の国際比較～

（財）血液製剤調査機構調べ

グロブリン原料に余剰が発生

アルブミン原料に余剰が発生

理論値（6.6666…）を境界として
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※「理論値」は、連産品構造での標準的な生産比率を示した。

（１Ｌの原料血漿から、アルブミン25g  免疫グロブリン3.75gを生産）

アルブミン製剤と免疫グロブリン製剤の使用比率

（アルブミン／免疫グロブリン）
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